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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 6,624 9.2 676 25.6 754 22.0 516 16.8

29年3月期第1四半期 6,063 △8.2 538 △17.4 618 △16.2 442 △8.2

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　1,374百万円 （―％） 29年3月期第1四半期　　87百万円 （△91.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 21.74 ―

29年3月期第1四半期 18.61 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第1四半期 41,517 33,925 80.0

29年3月期 40,066 32,846 80.3

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 33,234百万円 29年3月期 32,157百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 11.50 ― 11.50 23.00

30年3月期 ―

30年3月期（予想） 11.50 ― 11.50 23.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 13,000 5.2 1,170 1.9 1,250 0.4 850 △2.3 35.79

通期 27,000 7.3 2,500 5.5 2,650 3.5 1,800 △0.9 75.79

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 25,372,447 株 29年3月期 25,372,447 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 1,624,510 株 29年3月期 1,624,329 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 23,748,028 株 29年3月期1Q 23,748,412 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出の増加による企業収益の改善や、個人消費が持ち直すな

ど緩やかな景気の回復が続きましたが、中国経済の減速に加えて米国の政策動向や依然不安定な欧州の政局など、

先行きに不透明感が残る状況で推移してまいりました。

このような事業環境のなかで、当社グループは経営基盤の更なる強化に取り組むとともに、収益拡大に貢献する

製品開発とその拡販に努めてまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は工業用製品事業の売上高が増加したことにより66億２千４百万

円（前年同四半期比9.2％増）と増収となりました。また、利益面でも工業用製品事業の利益が増加したことにより

営業利益６億７千６百万円（同25.6％増）、経常利益７億５千４百万円（同22.0％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益５億１千６百万円（同16.8％増）と増益となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 工業用製品事業

当セグメントにおきましては、化粧用機能原料と医薬用リン脂質の販売増などにより売上高、利益ともに増加

いたしました。この結果、売上高は47億９千５百万円（前年同四半期比10.9％増）、セグメント利益（営業利

益）は５億３百万円（同25.0％増）となりました。

② 家庭用製品事業

当セグメントにおきましては、売上高はほぼ横ばいとなりましたが、原料コストの上昇などにより利益は減少

いたしました。この結果、売上高は15億５千２百万円（前年同四半期比0.2％増）、セグメント利益（営業利益）

は９千２百万円（同12.4％減）となりました。

③ その他

その他の事業の売上高は２億７千５百万円（前年同四半期比43.8％増）、セグメント利益（営業利益）は８千

万円（同163.6％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度（以下「前期」という。）比14億５千万円増加し、415億

１千７百万円となりました。これは主として、現金及び預金の増加などにより流動資産が３億８千５百万円増加し、

投資有価証券の増加などにより固定資産が10億６千５百万円増加したことによるものであります。

当第１四半期連結会計期間の負債は、前期比３億７千１百万円増加し、75億９千１百万円となりました。これは

主として、設備関係未払金の増加などにより流動負債が３千４百万円増加し、繰延税金負債の増加などにより固定

負債が３億３千７百万円増加したことによるものであります。

当第１四半期連結会計期間の純資産は、前期比10億７千９百万円増加し、339億２千５百万円となりました。これ

は主として、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上５億１千６百万円及び配当金の支払い２億７千３百万円な

どにより株主資本が２億４千３百万円増加し、その他有価証券評価差額金の増加などによりその他の包括利益累計

額が８億３千２百万円増加したことなどによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第１四半期連結累計期間の連結業績は概ね計画どおりに推移しており、平成29年４月28日公表の業績予想に修正

はありません。

なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によっ

て予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,975,450 8,302,809

受取手形及び売掛金 6,820,077 6,974,306

商品及び製品 2,470,394 2,417,123

仕掛品 1,590,232 1,605,414

原材料及び貯蔵品 2,195,507 2,221,783

繰延税金資産 204,710 166,386

その他 138,699 92,605

貸倒引当金 △240 △228

流動資産合計 21,394,830 21,780,201

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,501,929 3,448,601

機械装置及び運搬具（純額） 2,156,324 2,059,260

土地 3,872,535 3,872,535

建設仮勘定 2,884 89,125

その他（純額） 360,034 349,856

有形固定資産合計 9,893,710 9,819,380

無形固定資産 290,855 296,978

投資その他の資産

投資有価証券 8,273,477 9,413,325

その他 213,476 207,426

投資その他の資産合計 8,486,953 9,620,751

固定資産合計 18,671,519 19,737,111

資産合計 40,066,350 41,517,312
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,132,753 3,186,655

未払金 494,352 532,785

未払法人税等 339,161 160,799

賞与引当金 429,359 378,933

役員賞与引当金 52,472 14,743

設備関係未払金 98,700 153,952

その他 464,570 617,590

流動負債合計 5,011,370 5,045,459

固定負債

繰延税金負債 1,699,777 2,052,867

環境対策引当金 4,396 4,396

退職給付に係る負債 348,643 340,268

長期未払金 31,019 24,984

長期預り保証金 92,922 92,568

資産除去債務 26,230 26,230

その他 5,796 4,958

固定負債合計 2,208,785 2,546,271

負債合計 7,220,156 7,591,730

純資産の部

株主資本

資本金 5,933,221 5,933,221

資本剰余金 6,803,363 6,803,363

利益剰余金 16,517,795 16,761,197

自己株式 △1,023,548 △1,023,722

株主資本合計 28,230,832 28,474,060

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,632,154 4,422,559

繰延ヘッジ損益 △2,915 1,141

為替換算調整勘定 337,823 374,864

退職給付に係る調整累計額 △40,004 △38,516

その他の包括利益累計額合計 3,927,057 4,760,049

非支配株主持分 688,303 691,470

純資産合計 32,846,193 33,925,581

負債純資産合計 40,066,350 41,517,312
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 6,063,696 6,624,491

売上原価 4,534,640 4,865,153

売上総利益 1,529,056 1,759,338

販売費及び一般管理費 990,207 1,082,731

営業利益 538,848 676,606

営業外収益

受取利息 3,108 2,495

受取配当金 67,673 78,265

為替差益 1,541 －

雑収入 9,266 7,394

営業外収益合計 81,589 88,155

営業外費用

支払利息 784 1,634

為替差損 - 8,589

雑損失 1,532 151

営業外費用合計 2,316 10,375

経常利益 618,121 754,387

特別損失

固定資産売却損 2 -

固定資産除却損 4,390 299

特別損失合計 4,392 299

税金等調整前四半期純利益 613,728 754,087

法人税、住民税及び事業税 100,806 182,835

法人税等調整額 56,080 39,960

法人税等合計 156,886 222,796

四半期純利益 456,842 531,291

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 442,162 516,505

非支配株主に帰属する四半期純利益 14,679 14,786

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △10,999 790,405

繰延ヘッジ損益 △7,045 4,509

為替換算調整勘定 △354,065 46,823

退職給付に係る調整額 2,835 1,488

その他の包括利益合計 △369,275 843,225

四半期包括利益 87,566 1,374,517

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 149,477 1,349,496

非支配株主に係る四半期包括利益 △61,910 25,020
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期連結
損益及び包括
利益計算書
計上額(注)２

工業用製品
事業

家庭用製品
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,322,902 1,548,943 5,871,846 191,850 6,063,696 － 6,063,696

セグメント間の内部
売上高又は振替高

41,226 15,613 56,839 8,181 65,020 △65,020 －

計 4,364,128 1,564,557 5,928,685 200,031 6,128,717 △65,020 6,063,696

セグメント利益 402,795 105,479 508,275 30,572 538,848 － 538,848

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業及び薬理・安全性試

験の受託を行う事業を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額

四半期連結
損益及び包括
利益計算書
計上額(注)２

工業用製品
事業

家庭用製品
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,795,889 1,552,675 6,348,565 275,926 6,624,491 － 6,624,491

セグメント間の内部
売上高又は振替高

36,357 13,248 49,606 8,094 57,700 △57,700 －

計 4,832,247 1,565,923 6,398,171 284,021 6,682,192 △57,700 6,624,491

セグメント利益 503,645 92,363 596,008 80,598 676,606 － 676,606

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業及び薬理・安全性試

験の受託を行う事業を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。
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